
源
氏
物
語
に
於
げ
る

引
用
漢
詩
文
の
典
拠
に
関
す
る
一
試
論

源
氏
物
一
訟
に
は
穣
々
多
数
の
漢
詩
文
が
頗
る
間
一
弘
前
に
引
用
摂
取
さ
れ
て

一
史
め
て
一
一
日
ふ
ま
で
も
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
此
問
の
関
係
を
明
か
に
す
る
比
較
研
究

は
こ
れ
ま
で
存
外
線
に
さ
れ
て
賠
た
。
私
は
本
格
に
於
て
北
ハ
の
一
端
を
解
明
す
る

も
の
と
し
て
、
一
、
若
葉
巻
下
に
あ
る
「
掛
冠
い
「
懸
本
」
の
典
拠
一
が
旧
説
を
改

め
て
臼
氏
文
集
識
論
詩
の
つ
不
致
仕
」
で
あ
る
事
を
指
摘
し
、
二
、
更
に
此
の
文

集
引
用
に
於
け
る
源
氏
物
語
と
和
漢
朗
詠
集
と
を
比
較
検
討
す
る
事
に
よ
っ
て
源

諮
創
作
上
の
一
の
性
格
的
問
題
を
考
へ
て
見
た
い
と
思
ふ
も
の
で
あ
る
。

源
語
若
葉
巻
下
、
柏
木
の
父
も
と
の
頭
中
将
が
致
仕
隠
退
す
る
条
に

お
ほ
き
お
と
ど
致
仕
の
表
奉
り
て
諮
り
賠
給
ひ
ぬ
。

「
世
の
中
の
常
な
き
に
よ
り
か
し
こ
き
御
門
の
君
も
佼
を
去
り
給
ひ
ぬ
る
に
年

0

0

0

0

0

A

A

ム

A

A

ム

ム

深
き
身
の
冠
を
掛
け
む
何
か
惜
し
か
ら
む
」
と
思
し
笠
ひ
て
-
左
大
将
右
大
尽
に

な
り
給
ひ
て
ぞ
況
の
中
の
政
仕
う
ま
つ
り
給
ひ
け
る
。

と
あ
り
、
父
柏
木
が
朱
雀
腕
五
十
の
賀
に
参
り
源
氏
に
向
っ
て
窓
中
を
述
べ
る
所

に
院
の
御
齢
足
り
給
ふ
年
な
り
、
人
よ
り
さ
だ
か
に
数
へ
奉
り
仕
う
ま
つ
る
べ
き

、
、
、
、
、
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

由
致
仕
の
お
と
ど
忠
ひ
及
び
市
さ
れ
し
を

Z
m
を
掛
け
市
中
を
惜
し
ま
ず
捨
て
し

身
に
て
進
み
仕
う
ま
つ
ら
'
む
に
つ
く
所
な
し
、
げ
に
下
落
な
り
と
も
同
じ
ご
と

深
ぎ
所
は
べ
ら
む
そ
の
心
御
覧
ぜ
ら
れ
よ
い
と
椴
し
市
さ
る
i

は
べ
り
し

か
ば
一
斑
き
約
を
相
助
け
て
な
む
参
り
て
は
ベ
し
ω

と
い
ふ
記
事
が
あ
る
。

古

沢

男

二、斗オ

矢口

所
で
此
の
冠
を
掛
け
(
掛
冠
)
車
を
捨
て
(
懸
街
中
)

諸
註
一
区
々
で
あ
る
。

先
づ
掛
冠
は
古
誌
で
は
何
も
触
れ
る
所
が
な
い
。
般
公
口
沢
義
則
樽
士
が

「
数
校
源
氏
物
語
新
聞
伴
」
で
後
渓
警
の

蓬
煎
字
子
一
鹿
北
海
都
昌
人
、
王
奔
殺
其
子
字
、
溺
謂
友
人
目
、
三
綱
絶
突
不
去

視
符
及
人
、
即
解
冠
掛
東
都
域
内
終
家
麗
一
浮
海
容
於
遼
束
、

を
挙
げ
て
居
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

次
に
懸
取
の
万
で
は
河
海
抄
が

古
文
孝
経
日
、
七
十
老
致
仕
懸
其
所
仕
之
車
置
諸
廟

と
説
、
き
、
吉
沢
博
士
も
亦
之
を
引
用
し
て
居
ら
れ
る
。
滋
諮
に
於
け
る
掛
冠
・
懸

車
に
対
す
る
註
解
は
こ
れ
以
外
未
だ
見
当
ら
な
い
。

つ
い
て
は
中
国
の
文
献
に

の
典
拠
に
つ
い
て
は
従
来

一(14)一

一
徳
東
一
路
市
一
太
守
迎
之
界
上
、
泊
以
魚
川
栄
懸
其
安
東
倖
子
孫
、

や

国
七
十
懸
本
致
仕
者
、
間
間
以
執
事
趨
走
矯
職
、
七
十
陽
道
版
耳
目
不
限
切
抜
踏

是
以
退
去
遊
資
者
所
以
長
廉
恥
也
、

Mm川
市
川
X

小
川
出
、
(
白
虎
通
巻
二

(
十
時
香
川
間
康
徳
一
博
)

致
仕
)

と
い
ふ
の
が
あ
る
。

お
の
中
、
出
文
学
緩
や
白
虎
通
ど
抽
象
的
説
明
を
主
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
一
般
的
に
は
掛
冠
に
対
し
て
は
後
漢
書
、
際
市
に
対
し
て
は
漢
舎
を
以



て
夫
々
の
典
拠
と
す
る
の
が
葦
し
あ
ら
う
。
し
か
し
の
場
合
は
史
に

事
情
が
呉
る
。
そ
れ
は
臼
氏
文
集
菰
論
詩
の
一
で
あ
る
「
不
致
仕
」
か
ち
取
っ
た

と
な
す
べ
き
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
意

ω
後
漢
書
や
漢
書
で
は
喉
「
冠
を
掛
け
」
「
車
を
懸
け
」
た
に
止
ま
る
。
こ

れ
が
不
致
仕
に
な
る
と
、

七
十
両
致
仕
税
法
有
明
文
何
乃
食
築
者
斯
一
一
一
口
如
不
問
可
憐
八
九
十
歯
醗
愛
昨
昏

0

0

0

0

0

0

O

A

A

A

O

O

A

A

A

 

朝
議
貧
名
利
夕
陽
愛
子
孫
掛
冠
顧
翠
綬
懸
車
惜
朱
輪
金
意
駿
不
勝
偶
像
入
対
内

誰
不
愛
富
貴
誰
不
機
君
恩
年
高
須
告
者
名
遂
合
退
身
、

と
著
し
く
其
の
両
日
を
改
め
か
の
若
葉
下
の
記
事
に
甚
だ
接
近
し
て
来
て
居
る

A

A

 

の
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
寸
磁
翠
綬
」
き
「
惜
朱
総
」
と
新
に
「
顧

み
る
」
と
か
「
惜
し
む
」
と
か
い
ふ
愛
情
・
執
着
の
袈
素
が
加
は
っ
て
居
る
事

で
あ
る
。
こ
れ
恰
も
「
伺
か
惜
し
か
ら
む
」
「
惜
し
ま
ず
鈴
て
し
」
て
ふ
源
諮

の
文
面
と
正
に
符
節
を
合
し
て
腐
る
一
鳴
を
知
る
。
向
此
の
場
合
懸
車
で
は
其
の

理
由
に
つ
い
て
「
示
柴
準
」
及
び
「
示
不
用
」
と
す
る
二
説
が
あ
る
。
渓
書
の

顔
氏
誌
も
っ
懸
兵
所
賜
安
事
以
示
築
幸
也
」
と
一
…
が
は
ひ
、
問
時
に
臼
虎
通
「
懸
車

示
不
用
也
」
の
説
を
も
併
せ
掲
げ
て
跨
る
。
が
何
れ
に
し
て
も
問
題
の
愛
情
執

着
と
い
ふ
点
に
は
伺
等
言
及
す
る
所
が
な
い
q

不
致
仕
に
し
て
始
め
て
よ
く
源

認
の
趣
旨
に
照
応
す
る
と
い
ふ
事
が
出
来
る
む

ω
不
致
仕
か
ら
の
引
用
は
右
の
外
夕
顔
巻
に
も

明
方
も
近
う
な
り
に
け
り
、
烏
の
声
な
ど
は
問
え
で
御
獄
精
進
に
や
あ
ら
む
舵

翁
び
た
る
撃
に
額
づ
く
ぞ
間
ゆ
る
、
起
居
の
け
は
ひ
堪
へ
難
げ
に
行
ふ
い
と
あ

0

0

C

C

0

0

0

0

0

0

0

0

 

は
れ
に
朝
、
露
に
呉
ら
ぬ
世
を
何
を
食
る
身
の
祈
り
に
か
と
問
、
き
給
ふ
ο

と
明
か
に
「
朝
露
食
名
和
」
に
拠
っ
た
も
の
が
あ
る

3

誠
一
読
作
者
の
漢
文
学
的

知
識
中
既
に
不
致
仕
が
ん
仔
し
て
居
た
事
は
之
に
よ
っ
て
推
定
に
難
く
な
い
。

州
問
堤
に
こ
れ
は
掠
誌
に
於
け
る
文
集
珠
に
議
論
お
引
用
の
比
率
を
も
一
一
誌
と

す
る
事
が
出
来
る
り
問
削
に
源
一
誌
に
於
け
る
議
詩
文
引
用
数
を
日
比
る
と
次
の
如
く

で
あ
る
。

上
段
は
頻
度
数
、
下
段
括
弧
は
何
数
、
比
率
に
は
重
複
数
を
含
ま
な
い
。

右
む
表
が
一
部
す
如
く
源
一
訪
問
所
引
の
漢
詩
文
は
臼
氏
文
集
が
過
半
を
占
め
る
多
数

に
上
っ
て
悶
切
る
。
史
記
・
朗
一
一
部
・
文
撰
等
之
に
次
い
で
印
刷
る
が
其
の
数
は
透
か
に

文
集
に
及
ば
な
い
。

所
で
白
楽
天
は
彼
の
作
に
係
る
詩
情
仰
を
分
類
し
て
一
誠
論
・
問
問
適
・
感
傷
・
雑
律

の
四
一
穫
と
し
た
。

僕
数
月
来
検
討
襲
箆
中
得
一
新
吾
詩
各
以
類
分
分
魚
巻
、
首
向
拾
遠
来
凡
所
適
所

感
関
側
於
英
利
興
比
者
、
又
臼
武
徳
詑
一
沌
和
民
事
立
題
借
刷
新
築
府
者
共
一
γ
日
五
十

首
謂
之
菰
議
詩
、
父
或
退
公
濁
庭
移
病
関
問
知
足
保
和
吟
続
性
情
者
二
日
首
謂

不
関
適
詩
、
叉
有
事
物
索
於
外
情
理
動
於
内
随
感
退
部
形
於
歎
詠
者
一
百
首
謂

一

百

徐

首

謂

之

雑

Fhυ 
1
ム

/
'
t
、、

ね
H

ド
与
、
し
号
二

L
t
d勺
Jπ
、、

手
言
)
ふ
7
4
1
2

芝
ゑ
戸

と
い
ふ
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
小
川
此
の
分
類
は
臼
氏
文
集
七
十
五
巻
の
中
、

ヤ
巻
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
て
校
統
楽
一
一
十
五
巻
に
対
し
て
は
全
然
か
i

る
形

式
に
よ
っ
て
屈
な
い

U

き
れ
ば
今
此
等
五
つ
の
区
分
に
従
っ
て
右
源
一
泊
所
引
文
集

の
詩
一
匂
を
分
類
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
心



伺
れ
も

い
r[) 

立11
告す

よ
イ〉

の
比
率
や
願

の
引
用
に
止
ま

せ
取
っ
た
所
も
到
る
所
に
る
。
帯
木
巻
に

婚
」
白
引
用
の
加
を
け
パ
の
最
も
良
い
例
で
あ
る
ο

で
は
な
い
に
し
て
も
既
に
「
致
仕
の
者
」
と
か
「

あ
り
、
掛
冠
懸
車
の
山
県
拠
と
し
て
不
致
仕
が
引
用
さ
れ
る
に

認
め
る
。

一
万
之
に
対
し
て
後
漢
書
や
漢
書
か
ら
も
引
用
は
殆
ど
問
踏
に
な
ら
な
い
。
此

の
筋
一
酬
を
除
い
て
後
漢
警
は
全
く
見
沼
ら
な
い
υ

眠

状
な
叙
し
た
「
夜
光
り
け
む
去
の
心
地
し
て
い
及
び

と
い
ふ
の
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

と
し
て
挙

た
る
を
免
れ
な
い
u

そ
し
て
法

あ
る
。

(16)一

の

は
し
む

今し
斗

Aの
で
あ
っ
て
、

で
は
あ
る
ま
い
か
無
い

と
述
べ
て
居
ら
れ
る
。



以
規
開
合
故
之
際
収
其
糠
恨
佐
懐
A
f
鈴
次
一
之
間
未
能
桝
去
、

斯
文
者
時
之
可
也
、
(
向
上
〉

と
殆
ど
取
る
に
足
ら
ず
と
な
し
、
其
の
雑
律
一
や
長
恨
歌
が

自
長
官
抵
江
間
玄
関
千
史
凡
郷
校
一
伸
一
事
逆
旅
行
舟
之
巾

庶
的
徒
燐
船
出
陣
女
之
日
毎
日
常
有
詠
侠
詩
者
、
ハ
向
上
)

と
彼
の
怠
に
反
し
て
務
開
成
に
伝
諭
さ
れ
た
の
を
日
し
し
て

比
誠
彫
鎚
之
戯
不
足
箆
多
、
然
今
時
俗
一
所
一
東
正
担

者
悉
不
過
雑
待
詩
山
内
長
慌
歌
日
下
耳
、
時
之
所
重

と
ぎ
っ
た

Q

鈴
木
博
士
む
「
有
つ
で
も
無
く
て
も
よ

雑
搾
や
長
恨
敬
で
あ
り
「
一
和
雄

る
。
問
士
。
一
説
に
よ
る
と
例
へ

響
は
あ
る
か
も
知
れ
な
い

一~突は
2

決
し
て
き
う
で

成
じ

る。

た
の
は
此
の

と
い
ふ
の
は
即
ち
楓
論
で
あ

の
影

勿
論
そ
れ
は
決
し

代
表
と
す
る
感
傷
と
雑
律
の

ぉ
之
に
対
し
て
閑
適
の
如
き
は
一
事
実
上
金
く
取
ら
れ
て
隠
な
い
と
い

き
現
象
を
発
見
す
る
。
面
白
い
一
事
に
雑
捧
「
香
燐
峯
下
新
ト
山
間
盟

来
援
」
泣
二
・
一
二
の
如
一
者
本
来
或
は
閑
適
と
見
な
さ
れ
る
も
の
で
も

燃
や
総
一
角
巻
始
め
皆
専
ら
感
傷
と
し
て
用
ひ
ら
れ
て
震
る
。
そ
し
て
此
の

成
る
料
数
の
上
で
ほ
前
二
者
を
絹
と
廼
る
勢
を
示
し
て
躍
る
。
が
こ
れ
は
雑
律
と

い
ふ
本
来
広
範
な
も
の

i
!誠
諭
百
五
十
首
、
関
適
、
感
傷
各
百
首
に
対
し
て
雑

律
ば
回
目
余
首
と
記
さ
れ
て
出
る
i

i
ー
だ
け
に
寧
ろ
当
然
と
設
は
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
か
く
て
や
は
り
新
楽
出
や
察
中
吟
の
菰
諭
と
長
恨
歌
の
感
傷
と
が
両
者
合

し
て
過
半
に
迷
す
る
最
枢
要
部
位
を
占
め
て
居
る
と
一
一
一
口
へ
る
。

臼
楽
天
は
又
一
方
で
は
三
篇
長
恨
有
風
情
十
首
秦
吟
近
疋
聾
L

(
編
集
拙
詩

て

、
(
向
上
)

と

し

て

騒

が

れ

た

の

も

そ

れ

は

一

に

茶

巾

吟

の

か

ふ

て

か

ら

に
外
な
ら
な
い
。
共
の
論
考
の
詳
細
は
紙
面
の
都
合
之
亦
一
切
他
に
譲
る
と
し
て

法
で
は
口
ハ
如
上
の
次
第
に
よ
っ
て
源
一
品
川
が
い
ふ
一
一
一
つ
の

て

成

り

立

っ

て

め

る

。

一一

次

に

文

集

引

用

か

朗

詠

と

の

比

較

を

誠

み

た

い

。

先

づ

引
用
さ
れ
た
文
集
の
題
円
及
び
句
数
を
挙
げ
れ
ば
凡
そ
次
の
如
く
で
あ
る

G

戸

h
d

Q
O
 

、‘Jaタはい
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)
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人
、

6 
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1
)

26 0 

夜
間
歌
者
山
情
勢
州
、
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右
不
明
の
詩
で
「
七
夕
い

本
文
集
に
見
え
ず
、
他
の
一
一
つ

る
か
判
然
し
な
い
。
が
北
九
一
の
矧

後
続
築
に
入
る
べ
く
、
少
く
も
元
来

余
地
が
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。
つ

一
ベ
を
事
こ
れ
も
前
の
場

と
れ
に
よ
っ
て
見
る
に

に
「
臼
、
七
夕
L

と
あ
る
だ
け
で

い
。
従
っ
て
仰
れ
の
部
獄
に

て
や

(3) 

そ
し

即
ち
孤
論
誌
は
源
揺
が
則
一
一
日
の
、

め
、
殊
に
索
中
吟
や
日
以
内
他
の

係
で
あ
る

d

の

た
も
の
で
は
な
い

…日一って

で
あ
る
υ

そ



て

と

い

の

引

用

態

度

や

傾

向

の

相

違

は

一

体

何

を

物
一
諮
る
か
、
こ
れ
は
朗
詠
は
朗
訴
に
漉
1

め
た
の

で

あ

る

に

対

し

、

源

純

は

そ

れ

よ

り

も

誠

綿

・

の

を
加
味
意
識
し
て
畑
作
さ
れ
た
も
の

な
い
。

慎
到
・
韓
非
の
法
思
想
の
差
異
に
就
い
て

ハVつん

史
記

の
頃
の

れ
る
ο

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

芸
ぃ
又
志
に
は
「
四
十

の
全
貌
に
接
す
る
こ
と

を
始
め
と
し
、彼

の

て
い
る
。

て
お
り
、
少
く
と
も
、

っ
た
こ
と
が
、

の
で
あ
る
。

緒

f場

形

犬

此
の
際
到
に
対
し
て
、
戦
国
末
期
の
韓
の
公
子
で
あ
っ

と
し
て
、

と vこ
カミは
5色、 r~iJ

HIそじ
だ の く
さ規、
れ範
ると
心権
力
と

と
い
う
こ
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